
平成２１年７月２７日（月）～８月９日（日）〔平成２１年第３１、３２週〕の感染症発生状況 
第３１、３２週で報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）手足口病 ３）ヘルパンギーナの順となっています。 
夏季になっても、インフルエンザの報告が３週連続で増えています。例年、発生のない夏季の増加は新型インフルエンザの影

響があります。また、集団発生の報告数も増えていますので今後の発生動向には注意が必要です。 

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

 

 今回の新型インフルエンザは、多くの方は軽症のまま回復していますが、感染力は強いこ

とが判ってきました。現在、市内の一般医療機関で診療を受けられるようになりましたが、も

し、あなたが新型インフルエンザで、何の配慮もしないで医療機関を受診した場合には、他の

患者さんにうつしてしまうことが考えられます。そこで、周りの人を新型インフルエンザに感

染させないために、受診をする時には、次のことを心がけましょう。 

①医療療機関を受診する前には必ず   ②医療機関を受診するときは          

  電話で連絡をしましょう。       必ずマスクをしましょう。 

                    ⇒インフルエンザは飛沫感染です。咳やくしゃみ 

のしぶきの飛散を減らすことができます。   

 
    ●● 発熱相談センターのご案内 ●● 

川崎市発熱相談センターでは、発熱などがあり受診する医療機関がわからない方への医療機関

の紹介や、自宅療養されている方の相談、新型インフルエンザの相談を受け付けています。 
区 電 話 区 電 話 開設時間 

川崎区 ０４４－２０１－３１８９ 宮前区 ０４４－８５６－３２１７

幸 区 ０４４－５５６－６７１５ 多摩区 ０４４－９３５－３２１７

中原区 ０４４－７４４－３１０４ 麻生区 ０４４－９６５－５２１８

高津区 ０４４－８６１－３３４１   

     健康福祉局健康安全室※    電話０４４－２００－２６９２ 
                      FAX ０４４－２００－３９２８ 

平日（月～金） 

8：30～17:00 

（祝祭日は除く） 

感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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手足口病発生状況(３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

 

 

 

    

 

 

今、何の病気が流行しているか！

第３１、３２週報告数第２位

第３１、３２週報告数第１位

新型インフルエンザにかかったかな？と思ったら・・・   

医療機関を受診する時に、守って欲しい 2 つのルール！ 

もしもし？ 
これから受診した

いのですが・・・。

※健康安全室の相談開設時間が７月１５日から変更になります。 

（～８月１４日：平日 8:30～21:00、土日祝 8:30～17:00） 


